


　沖縄島の中南部は都市化がすすみ、生物のすみかとなっていた林や湿地、池沼、畑や田
んぼなどの環境がほとんど見られなくなってしまっています。かつて当たり前にみること
ができた、こうした環境に住む生物は生活場所がなくなってしまいました。一方で人工的
な環境でも住むことのできる生物のみが生き残り、よく見かけるようになっています。

アオカナヘビ

ミナミメダカ タウナギギンブナ

　これは現在の沖縄市と北中城村の一部の地図になります。前ページの大正時代と比べて
みるとたくさんのちがいがあります。水道がひかれ、水をカーにたよらなくてもよくなっ
てから、カーのそばに家を作らなければならないという制限はなくなり、街はどんどん広
がりました。沖縄市は戦後急速に都市化し、それまであった森や林といった緑地や、田畑
の多くがなくなりました。沖縄市でくらしていると、ふだんの生活のなかで自然の豊かさ
を感じることはあまりないかもしれません。

　田んぼやため池に生息する魚や水生昆虫は、土地利用の変化で住みかがなくなることに加え、水質の悪化や外来生物の影響
で激減しました。ギンブナやタウナギ、ミナミメダカは戦前沖縄市が農村だったころには身近な生き物でしたが、現在ではほ
とんど見られなくなりました。沖縄島の淡水魚も水生昆虫もほとんどが絶滅寸前です。

　アオカナヘビは草地にすむトカゲ
の仲間です。かつては沖縄市のどこ
でも見られる生き物でしたが、今で
は生息地は数か所になり、数も減っ
ています。

森林・緑地

畑

1977年(昭和52年) 2016年（平成28年）

ヒメフチトリゲンゴロウ

ハイ

　ハイは森林性のヘビ
で、1978 年には知花で
記録がありますが、現在
では見られなくなりまし
た。

リュウキュウカジカガエル カバマダラ

㧛㨨㧢ࠫ࡯ࡍで⚫੺している生き物のᄙくが、 ੱᎿ⊛なⅣႺでも生きていける生き物だよ

　他のカエルと異なり、非
常に浅く、流れのある水辺
で繁殖ができるため、排水
側溝などでもオタマジャク
シが育ちます。そのため、
街中でも鳴き声を聞くこと
のあるカエルです。

　食草のトウワタは沖縄島
にもともと生えていた植物
ではなく、人が植えたもの
です。なので自然豊かな森
の中よりも、市街地でよく
見かけます。
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令和元年の地図（国土地理院）



　外来生物がどういった影響を与えるか？ということは、その生物を持ち込んだ時点では
ほとんど分かりません。しかしいったん影響が出ると経済的にも自然環境にもその影響は
とても大きく、元に戻すためにはとても多くのお金と労力が必要となります。

遺伝子をかき乱す（遺伝的攪乱）

病気を媒介する

在来種と争いになる（競合）

環境を変えてしまう

農業への被害

ヤエヤマイシガメ

アメリカハマグルマ

ノネコ

ボタンウキクサマダラロリカリア

ムラサキカタバミアリモドキゾウムシアフリカマイマイ

　現在の私たちは世界規模で様々な物資を流通させ生活を営むようになってきました。物
の流通にともなって生き物が移動し、本来の分布地からかけはなれた場所で繁殖してしま
うという事態が数多くおこっています。こうした本来の生息・生育地からはなれた場所で
繁殖し、集団を作ってしまった生き物のことを「外来生物」といいます。沖縄は日本の中
でも特に外来生物が多く入り込んでいる地域となっていて、注意が必要です。
　野外に放たれた生き物は新たな環境で必死に生きようとします。そのためもともとその
場所にいた動植物（在来種）や私たち人間の生活に様々な影響を与えることが知られてい
ます。

タイワンハブサキシマハブ

人の生命をおびやかす

　沖縄島に住むハブとは毒性が異なることが知られており、血清が効かない可能
性があります。種類の異なるハブ同士が交雑する可能性もあり、そうなった場合
毒性は予想がつきません。医療現場に混乱を招く恐れが高いです。

　アリモドキゾウムシやイモゾウムシはベニイモ（サツマイモ）の強力な害虫で、
そのため沖縄県からの生のベニイモの持ち出しが禁止されています。直接農作物を
食べてしまうだけでなく、そうした副次的な被害がでる場合もあります。

　マダラロリカリアもテラピアも産卵のために巣穴をほったり、水草や藻類をたべ
たりと川の環境を変えてしまいます。ボタンウキクサが水面を覆うと、水中に光が
届かなくなり、その下の水草が育たなくなり、池の中の環境がとたんに悪化します。

在来種を食べる

ニューギニア
ヤリガタリクウズムシ

ノネコフイリマングース

タイワンスジオ

　沖縄島の様に肉食の哺乳類が
いない場所へ侵入したマングー
スやノネコは非常に脅威で、マ
ングースの駆除に成功した奄美
大島ではアマミノクロウサギ
が、沖縄島北部ではヤンバルク
イナなどが個体数を回復してお
り、いかに影響が大きいかがわ
かります。マングースが駆除さ
れた後、次に脅威となっている
のがノネコです。

　グッピーの生活史はミナミメダカとよく似ており、汚濁に強いグッピーは水質
の悪化もともなって分布を拡大し、ミナミメダカは激減しました。現在、外来の
魚の侵入があるところではメダカは見られません。

　ノネコやノラネコの罹患するネコエイズがイリオモテヤマ
ネコにうつった場合、個体数の少ないイリオモテヤマネコに
とって致命的なダメージになると予想され、ノネコの捕獲と、
ネコの適正飼育が求められています。

　リュウキュウヤマガメとヤエヤマイシガメは容
易に交雑してしまうことがわかり、交雑が進めば
リュウキュウヤマガメがその姿を保てなくなりま
す。沖縄島のリュウキュウイノシシでは、野良飼
いや逃げ出した家畜のブタとの交雑が進んでいる
ことが知られています。

グッピー

テラピア類
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トクサバモクマオウ

ムラサキヒゲシバ ユウゲショウキンチョウツボミオオバコ ツルヒヨドリ

コケセンボンギクモドキ カッコウアザミタイワンハチジョウナシロノセンダングサ

　みなさんの身近に、外来生物はどれくらいいるのでしょうか？　人の生活がさかんな市
街地は、在来の生き物が少なくなっており、特に外来生物が入り込みやすい環境です。調
べてみると、多くの外来生物に囲まれてくらしていることがわかります。

　校庭に生えている植物を観察し
て、原産地を調べてみましょう。
原産地がわかったら、地図で探し
て地図の上に並べていってみま
しょう。ふだん見ていた植物が、
実は世界中のあちこちからやって
きたことがわかります。世界地図
は植物で埋まるでしょうか？

やってみよう！　雑草で世界地図

シュロガヤツリ
東南アジア・

オーストラリア原産
マダガスカル原産

カモノハシガヤ
東アジア原産 熱帯アメリカ原産 熱帯アメリカ原産

ナガバハリフタバギンネム ルリハコベニチニチソウ
熱帯アメリカ原産 マダガスカル原産 熱帯アメリカ原産 ヨーロッパ原産

北アメリカ原産 マダガスカル原産 熱帯アメリカ原産
ギョウギシバ
熱帯アフリカ原産

モミジヒルガオ
熱帯アフリカ・
熱帯アジア原産

ハイニシキソウ
熱帯アメリカ原産

コバノニシキソウ
台湾・フィリピン原産

原産地不明 熱帯アメリカ原産 ヨーロッパ原産 熱帯アメリカ原産

校庭でよく
見る
外来植物
プチ図鑑

ヘンヨウボク（クロトン）
東南アジア・

オーストラリア原産

ブッソウゲ
（ハイビスカス）

原産地不明

ジュズサンゴ
熱帯アメリカ原産
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